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シジュウカラＰａＦ邸ｓｍｑ/ｏｒとヤマガラＰ､Ｕａｒｊｕｓによる放棄卵の抱卵例

矢作英三

日本鳥類保護辿盟識f室〒162束京WWI新宿l区弁天町Ｉ悉地

シジュウカラ科鳥類の巣箱の利用例については，小池・樋口（1989）などによりすでに述べられて

いるが，これらの鳥類による放棄した巣箱の再利用例については正確な報告事例がない．兼者は１９７５

～1988年に神奈川県箱根地方で，シジュウカラとヤマガラの巣箱の利用状況を調査したが，繁殖を中

止した巣箱を別のっがいが利用し，さらに先に利用したつがいの卵を抱卵した事例を観察したので報

告する．

調査地および調査方法

調査は神奈川県箱根町の箱根樹木園で行なった．調査地の詳細と調査方法については，矢作（1992,

1993）を参照されたい．本報文では，少なくとも初卵の産卵にまで至ったのちに放棄された巣箱が，

別の種または同種の別のつがいにより利用され，先に利用したつがいの卵も含めて抱卵にまで至った

事例をまとめた．

あるつがいが放棄した巣箱で，別のつがいが再営巣あるいは新たに産卵を開始したことが確認され

た場合は，その後の一巣卵数や再抱卵の有無を記録し，さらに２つがい分の抱卵が確認された時には，

その後の抱卵数，ふ化卵数や育雛の経過を記録した．また，それぞれの卵が，どちらのっがいによっ

て産卵されたのかがわかる場合は，その数を記録した．なお，人のいたずらが原因で，放棄卵とその

上に再営巣して産み込まれた卵が混ざったと考えられる例は除外した．

結果および考察

放棄されたのちに，別のつがいに抱卵された事例は７例観察された（表１）．７例中２例では，放

棄後１週間～10日程度経過した後に，放棄卵の上に通常の営巣とほぼ同餓の巣材を搬入して産卵され

たが，その他の例では放棄後すぐにわずかに巣材を搬入するか，時には全く搬入しないで産卵された．

後者の例は，先に利用しているつがいの巣箱で別のつがいが産卵しようとし，そのことが直接的な原

因で，先に利用したつがいが巣箱を放棄したものと推定される．また７例中，放棄した菰と再抱卵し

た種が異なる事例が４例あった．さらに放棄したつがいの卵がふ化した事例が３例あり，このうち２

例では放棄したつがいのヒナも巣立ったものと推定された．

調査地では巣箱の架設場所によって，これら２種の第１回目の繁殖における利用率（架設した巣鯖

数に対する利用したつがいの割合）が異なっていた．すなわち，調査地の周辺部に架設した巣箱の利

用率は74.1％と商く，調査地の内部のそれは46.1％と低かったが（矢作1993)，上記の７例はいずれ

も調査地の周辺部に架設した巣箱で観察された．また，これら２穂は，調査地では通常ほぼ５月まで

に第１回目の繁殖の産卵を終了し，第２回目の繁殖は６月以降に，第１回目の繁殖を行なったつがい
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２秘の卵が抱卵され，シジュウカラ６羽とヤマガラ１羽がふ化した．いずれも巣立っ

たと思われる．

6/1には12卵に減少．放棄したつがいのヒナ１羽以上を含む８羽が巣立ったと思わ

れる．

12卵とも抱卵され，このうち２和のヒナ合計10羽がふ化．その後放棄された．

放棄された卵の上に新たに営巣したが，２つがい分の卵が混ざった．５/31には11卵

に，６/6には８卵に減少．再利用したつがいのヒナ４羽がふ化し，巣立ったと思わ

れる．

２種の卵が抱卵されたが，すぐにヤマガラの卵は紛失した．シジュウカラの卵だけ

が３卵ふ化した．３羽のヒナが巣立ったと思われる．

放棄された卵の上に新たに営巣したが，２つがい分の卵が混ざった．２つがい分の

卵が抱卵されたが，再利用したつがいの６卵だけがふ化した後放棄された．

２穂の卵が抱卵されたが，すぐに放棄された．

1975ヤマガラ５卵４/27～5／１シジュウカラ５／ｌ～２１２卵

再利用したつがい放棄したつがい

1980シジュウカラ７卵５/17～5/1８シジュウカラ５/1９１４卵

ヤマガラ５/２３

シジュウカラ５/1６

１９８７ヤマガラ５卵４/16～4/2０シジュウカラ４/2１１１卵

初卵日一巣卵数＊経過卵数放棄した日種名年種名

表１．異なったつがいによる抱卵および育雛例（1975～1988年)．

Table１．IncubationandbroodingbydifferentpairsofGreatandVariedTits,Ｐａｒ哩Ｓｍ”orandRuar虹s,observedinHakonedistrictinKanagawa
（1975-1988)．

1986ヤマガラ４卵４/25～4/2６ヤマガラ５／２～４１０卵

＊：再利用したつがいの一巣卵数は放棄したつがいの卵数を含んだ数値であるが，実際にはこれ以外に，再利用したつがいによって捨てられたり，巣材の下に押し込
まれて確認できない卵もあったと思われる．

函
唖
印

12卵

15卵

1980シジュウカラ９卵５/19～5/22

1981シジュウカラ１０卵５／５

1982ヤマガラ５卵５／６～5／８シジュウカラ５/1０１２卵
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の一部が行なう（田中ほか1978)．つまり第１回目の繁殖は第２回目の繁殖より巣箱の利用率が高い．

巣箱を再利用したつがいの初卵日は，４月下旬～５月下旬で，巣箱の利用率が高い第１回目の繁殖期

に相当していた．したがって，このような蛎例は営巣場所の数に対して，繁殖しようとするつがいの

数が多い場合に，生じると考えられる．

なお，７例中少なくとも３例では，再利用したつがいの抱卵期に巣内の卵数が減少したが，これは

再利用したつがいによって，先に利用したつがいの卵が廃棄されたものと推測され，実際にこのうち

2例では，先に利用したつがいの卵が減少したことが確認された．

また，これら７例ではいずれも抱卵後に捕食をうけることはなかったが，再利用したつがいの卵が

ふ化したのは７例中６例で，再利用したつがいのヒナが巣立ったと推定されたのは４例であった．こ

れに対し，これら７例が観察された年の同時期の捕食をうけなかった巣の繁殖成功率は，シジュウカ

ラが92％（ｎ＝76)，ヤマガラが93％（、＝42）であった．したがって，観察例数は少ないが，再利

用したつがいの繁殖成功率は，通常の繁殖成功率より低いと推定された．

再利用しようとするつがいは，前のつがいがまだ巣箱を利用している場合には，そのつがいと直接

的な争いをする必要がある．また争いに勝ち，その巣箱に産卵しても，シジュウカラは極めて普通に，

そしてヤマガラもしばしば，本格的な抱卵に入る前には卵を産座の下や雅礎のコケ類の下に埋め込む

ため，先に利用したつがいの卵と混ざってしまうことがあると思われる．これらのことから，再利用

するつがいは，普通に繁殖するつがいと比較すると，争いや抱卵などに余分な労力をかけているにも

かかわらず，繁殖成功率は低いということができる．したがって，今後の詳細な調査が必要ではある

が，今回報告した放棄卵の再抱卵例は，巣箱の利用率が高く，適当な営巣場所が確保できない場合に

限って観察されたものと考えられる．
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lncubationofdesertedeggsbydifferentpairsoftitswereobservedinnestboxesm

HakoneArboretum，ａｗｏｏｄｌａｎｄｏｆｌ２ｈａ，inKanagawaPrGf.，centralHonshu，between
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l975andl988・Aftersomepairsoftitsdesertedtheirnestboxes,otherpairsofthesameor

differentspeciestookoverthenests，laidtheireggsandincubatedbothclutchesofeggs．
●

ThisoccurredinGreatandVariedTiｔｓＰａｒｕｓｍｑﾉｏｒａｎｄＰ､uarjus・Ofsevensuchcases，

threeclutchesofthefirstpairshatchedandtwoofthesebroodsweresuccessfullyraisedat

thenests・Thesecondpairssucceededinraisiｎｇｆｏｕｒｂｒｏｏｄｓｏｆｔｈｅｉｒｏｗｎ・Incubationof

desertedeggswasobservedonlyinAprilorMayatareaswithhighfrequencyofuseofnest

boxes．

唾ｙｕﾉordS:ｍｃ出bat加ｇｑ/desertedeggs,Parusmajor,Ｐ､varius


